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上高は30,384百万円（前年同期比23.2％増）、
営業利益は1,103百万円（同34.1％増）、経常
利益は1,197百万円（同24.8％増）、親会社株
主に帰属する四半期純利益は721百万円（同
17.7％増）となりました。

　株主の皆様におかれましては、今後とも当
社グループへのご支援ご鞭撻を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

日米中亜４極体制　
マルカグローバルイノベーションⅡ　
新たな幕開け　変革の刻

トップメッセージ

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。

　さて、当第２四半期連結累計期間のわが国
経済は、堅調な雇用・所得情勢が個人消費を
押し上げるなど、景気は緩やかな回復基調と
なりました。
　海外の経済情勢はおおむね回復基調にあり
ます。しかし一方で、米国の通商政策を巡る
対立の激化や地政学リスクに注意が必要であ
り、先行きは不透明な状況であります。

　このような状況の中で、当社グループは、「マ
ルカグローバルイノベーションⅡ　新たな幕
開け　変革の刻」を今年度のテーマに、中期
経営計画の２年目として各種施策に取り組ん
でおります。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売
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中間 期末

　竹下 敏章代表取締役社長 兼 
最高経営責任者（CEO）
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15.7% 0.1%

84.2%

売上高

第2四半期（累計） 通期

営業利益

第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期

第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期

経常利益

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 1株当たり四半期（当期）純利益 部門別売上高

売上高
構成比

（百万円） （百万円） （百万円）

（百万円） （円）

30,384百万円
前年同期比 23.2%増

1,103百万円
前年同期比 34.1%増

1,197百万円
前年同期比 24.8%増

721百万円
前年同期比 17.7%増

85.14円
前年同期比 19.2%増

■産業機械部門
■建設機械部門
■その他の事業部門

25,577百万円
4,778百万円
28百万円

決算ハイライト（連結）
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中国向け売上高（連結ベース） 主な取扱い製品

主な需要業界

★今期は、従来の日系企業攻略からローカリゼーションへ方針転換を図り、中国向け売上高3,200百万円を目指します。

自動車業界 60％、電気・電機業界 20%、
その他業界 20%
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★‌�中国４拠点のネットワークにより、ユーザー様のニーズに最適化できる機械設備の提案型営業を行っております。
★日系企業を中心に、産業機械・工作機械の直接販売を行っており、三国間貿易にも対応しております。

工作機械、鍛圧機械、射出成形機、
ロボット・物流機械、環境設備、
産業機械、工具・軸受、油圧

特集｜マルカキカイのグローバルネットワーク ③中国

■1広州丸嘉貿易有限公司
自動車業界を中心に産業機械・工作機械の直接販売を行って
おります。中国地域全体の営業統括を担っております。

■2上海丸嘉貿易有限公司
自動車業界を中心に産業機械・工作機械の直接販売を行って
おります。今期より中国人幹部を登用し、経営の現地化に向け、
ローカル企業の開拓を目指しております。中国製機械、台湾製
機械も取り扱っております。

■3上海丸嘉貿易有限公司　天津分公司
マルカ・上海の支店として、天津地区での営業活動を行って
おります。

■4上海丸嘉貿易有限公司　無錫営業所
マルカ・上海の営業所として、無錫地区での営業活動を行っ
ております。
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建設機械部門産業機械部門

　産業機械部門では、国内は自動車関連業界向けに工作機械やプレス
機械の販売が好調でした。
　米州はアメリカの着実な景気回復の継続によ
り企業の設備投資は緩やかな増加を維持してお
り、自動車業界を中心に販売が伸長いたしました。
商品別では射出成形機の販売が好調に推移い
たしました。
　中国は自動車関連業界を中心に工作機械や
環境設備の販売が伸長いたしました。
　アジアは自動車関連業界向けに工作機械の販
売が堅調に推移いたしました。

　建設機械部門では、民間建設投資や公共投資は底堅く
推移しており、復興事業に一服感が見られるものの、設備
投資は堅調に推移いたしました。
　このような状況の
中、土木・建築業界や
チャーター業界への
販売が増加いたしま
した。また商品別では
クレーンの大口販売
などにより売上が伸
長いたしました。

増配いたしました
　当中間配当金につきましては、前回予想中間配当金から
１円増配し２０円とさせていただきました。
　期末配当金につきましては、前回予想の２３円を据え置き、
年間配当は、４３円となる予定であります。
　今後も安定配当を基本方針に、さらに経営基盤を強化し
業績向上を図ってまいります。

自己株式の取得を実施しました
　経営変化に対応した、機動的な資本政策を遂行するため、
自己株式の取得を実施しました。

株主還元

当期の概況

1,000

2,000

0 2018
第2四半期

1,526

2017
第2四半期

1,153

10,000

20,000

30,000

0 2018
第2四半期

2017
第2四半期

20,483
25,577

売上高

営業利益

（百万円）

（百万円）

25,577百万円
前年同期比 24.9%増

1,526百万円
前年同期比 32.4%増
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営業利益

4,778百万円
前年同期比 15.9%増

164百万円
前年同期比 22.6%増

（百万円）

（百万円）

中間配当 期末配当 年間配当

2018年11月期（当期） 20円 23円（予想） 43円（予想）

2017年11月期（前期） 17円 23円 40円

2016年度取得 150,000株

2017年度取得 100,000株

今回取得（2018年2月） 130,000株

2018年5月末 807,014株
（持株比率 8.7%）

自己株式数

総還元配当性向40％以上を中長期的な目標としております。
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四半期連結損益計算書のポイント

四半期連結貸借対照表のポイント（単位：百万円）

連結財務諸表

流動資産の状況 
前期末比1,722百万円増加し、
34,550百万円となりました。こ
れは電子記録債権が795百万円、
受取手形が513百万円それぞれ
増加したこと等によるものです。

固定資産の状況 
前期末比60百万円増加し、8,764
百万円となりました。これは有形
固定資産が50百万円増加したこと
等によるものです。

営業利益の状況
人件費等の増加により、販売費及
び一般管理費が前年同期比328
百万円増加しましたが、売上総利
益が623百万円増加したことによ
り営業利益は前年同期比34.1%
増加し1,103百万円となりました。

経常利益の状況
営業外収益は前年同期比14百万
円 減 少し、 営 業 外 費 用は前 年
同期比27百万円増加しました
が、営業利益の増加により、経常
利益は前年同期比24.8%増加し
1,197百万円となりました。

前 期 末
平成29年11月30日現在

当第2四半期末
平成30年5月31日現在

前 期 末
平成29年11月30日現在

当第2四半期末
平成30年5月31日現在

（単位：百万円）

前第2四半期（累計）
平成28年12月1日〜平成29年5月31日

当第2四半期（累計）
平成29年12月1日〜平成30年5月31日

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

Point

Point

売上高
24,668

営業利益
823

経常利益
958 親会社株主

に帰属する
四半期純利益
613

売上高
30,384

営業利益
1,103

経常利益
1,197

税金等調整前
四半期純利益
1,197

親会社株主
に帰属する
四半期純利益
721

営業外収益
161

営業外費用
67

売上原価
販売費及び一般管理費 

26,160
3,111 法人税等合計

非支配株主に帰属する四半期純利益 
473
1

特別損失
0

特別利益
0

6,505

 435

1,763

有形固定資産

無形固定資産
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その他の資産

資産合計
43,315

流動資産
34,550

固定資産
8,764

資産合計
41,531

流動資産
32,828

固定資産
8,703

負債・純資産合計
43,315

負債
23,289

純資産
20,025

負債
21,670

純資産
19,861

負債・純資産合計
41,531

流動負債

固定負債

22,452

836

流動負債

固定負債

20,684

985
6,555

389

1,819
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株式の状況 （平成30年5月31日現在） 会社概要 （平成30年5月31日現在） 

役員 （平成30年5月31日現在） 

大株主（上位10名）の状況 （平成30年5月31日現在） 

所有者別株式分布状況 （平成30年5月31日現在） 

株式の状況 & 会社概要

33,600,000株
9,327,700株

6,454名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

コ ベ ル コ 建 機 株 式 会 社 594,000 7.0 

株 式 会 社 不 二 越 576,000 6.8

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 400,000 4.7

株 式 会 社 り そ な 銀 行 350,000 4.1

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 304,350 3.6

THE SFP VALUE REALIZATION MASTER FUND LIMITED 297,600 3.5

GOLDMAN, SACHS & CO. REG 258,250 3.0

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 255,000 3.0

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 202,100 2.4

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社 200,000 2.3 

（注）‌�持株比率は自己株式（807,014株）を控除して算出し、小数点以下第2位を四捨
五入して計算しております。また、自己株式は上位10名から除いております。

マルカキカイ株式会社
MARUKA MACHINERY CO.,LTD.
昭和21年（1946年）12月16日
〒540-0024
大阪市中央区南新町二丁目2番５号
TEL.06-6450-6823
FAX.06-6450-6824
インターネットホームページ
http://www.maruka.co.jp/
機械専門商社として産業機械、
建設機械の国内販売および輸出入
14億1,441万円
連結 617名、単独 176名

商 号

設 立
本 社 所 在 地

主な事業内容

資 本 金
従 業 員 数

代 表 取 締 役 社 長 竹 　 下 　 敏 　 章
取 締 役 二 　 橋 　 春 　 久
取 締 役 真 　 鍋 　 　 　 聡
取 締 役 難 　 波 　 経 　 久
取 締 役 飯 　 田 　 邦 　 彦

※ 取 　 締 　 役 長 　 﨑 　 伸 　 郎
常 勤 監 査 役 荻 　 野 　 純 　 一
常 勤 監 査 役 杉 浦 克 典

※ 監 査 役 古 　 澤 　 　 　 哲
※ 監 査 役 牛 島 慶 太

最 高 経 営 責 任 者（ C E O ） 竹 　 下 　 敏 　 章
最 高 執 行 責 任 者（C O O）
専 務 執 行 役 員 二 　 橋 　 春 　 久
常 務 執 行 役 員 真 　 鍋 　 　 　 聡
執 行 役 員 難 　 波 　 経 　 久
最 高 財 務 責 任 者（ C F O ）
執 行 役 員 飯 　 田 　 邦 　 彦
執 行 役 員 黒 澤 淳 一
執 行 役 員 神 田 晃 三
執 行 役 員 谷 口 　 徹
執 行 役 員 高 　 岡 　 幸 一 郎
執 行 役 員 嶋 林 直 人
執 行 役 員 栗 栖 俊 彦

上記※は、社外取締役および社外監査役であります。

取締役および監査役 業務執行体制

個人・その他
27,082単元
31.8%

外国法人等
17,382単元
20.4%

金融機関
20,098単元

23.6%

その他の法人
19,172単元

22.5%

証券会社
1,443単元

1.7%
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http://www.maruka.co.jp/ 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度

期末配当受領株主確定日

中間配当受領株主確定日

定 時 株 主 総 会

基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
（兼 特別口座の口座管理機関）

株主名簿管理人事務取扱場所
（兼 特別口座の口座管理機関連絡先）

各 種 お 問 合 せ

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

12月1日から翌年11月30日まで

11月30日

5月31日

2月

定時株主総会については　11月30日
（その他必要あるときは予め公告する一定の日。）

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

電話　0120-094-777（通話料無料）
※証券会社等に口座をお持ちの株主さまのお手続きにつ

いては、口座を開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。なお返戻郵便物、未払配当金等のお問合せにつ
いては、上記株主名簿管理人にお問合せください。

※特別口座に記録された株式関係のお手続用紙のご請求は
下記インターネットにて24時間承っております。
インターネットhttps://www.tr.mufg.jp/daikou/

電子公告（当社ホームページをご覧ください。）
http://www.maruka.co.jp/
なお、やむを得ない事由によって電子公告による公告をす
ることができない場合には、日本経済新聞に掲載します。

株式会社東京証券取引所　市場第1部

前年次データ

100株以上500株未満保有の株主さま
1,000円相当のグルメセット

500株以上1,000株未満保有の株主さま
2,000円相当のグルメセット

1,000株以上保有の株主さま
3,000円相当のグルメギフト券

※写真は優待商品の一例です。

株主優待のご案内


